


郵便局に展示されたいきいきサロンの作品

新１年生に聞いてみました、幼稚園で楽しかったこと、小学校でしてみたいこと？

佐野雪絵 佐藤来未 佐藤力弥

幼 稚 園 で は

プールでのお

魚ジャンプが

楽しかった。

小学校ではお

勉強で 100 点

を取りたい。

あやとびの練

習を頑張った

事が楽しかっ

た。小学校で

は算数のたし

算を頑張りた

い。

跳び箱が跳べ

るようになり

う れ し か っ

た。小学校で

は長縄で 100

回跳べるよう

になりたい。

３月 18日
くにみ幼稚園
卒園式

３月 22日
藤田保育所
修了式

春は子どもたちが
　一回り大きくなる季節です。
　　そんな子どもたちの様子をそっと覗いてみませんか？

～今月の表紙～

国見小学校の卒業式で
の一コマ。前を見て、
未来に向けて力づく歩
く姿は、頼もしいもの
です。
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3 月 13 日県北中学校卒業式

3 月４日
６年生を
送る会

３月 20日国見小学校第２回卒業式

2

1

3

1 6年 1組 28 人

2 6年 2組 27 人

3 6年 3組 28 人

　

春
は
卒
業
、
旅
立

ち
の
季
節
で
す
。

　

今
ま
で
慣
れ
親
し

ん
だ
、
学
び
舎
を
飛

び
立
ち
、
そ
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
新
し
い

道
を
一
歩
一
歩
歩
ん

で
い
き
ま
す
。

　

保
育
園
か
ら
幼
稚

園
、
幼
稚
園
か
ら
小

学
校
、
小
学
校
か
ら

中
学
校
、
中
学
校
か

ら
高
校
、
社
会
へ
と

そ
れ
ぞ
れ
の
一
歩
は

違
い
ま
す
が
、
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て

は
、
大
き
な
一
歩
で

す
。

　

ま
た
、
出
会
い
の

季
節
で
も
あ
り
、
新

し
い
友
だ
ち
、
新
し

い
先
生
た
ち
と
の
出

会
い
が
待
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
新
し
い
出

会
い
の
な
か
で
、
大

切
な
も
の
を
見
出
し

て
ほ
し
い
で
す
ね
。　

5 4



地域伝統文化
功労者表彰

高橋幸子さん
受　賞　　

　

３
月
17
日
、
地
域
伝
統
文
化

功
労
者
と
し
て
伝
統
文
化
活
性

化
国
民
協
会
よ
り
表
彰
さ
れ

た
、
高
橋
幸
子
さ
ん
が
観
月
台

文
化
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
、
太
田

久
雄
町
長
に
受
賞
を
報
告
し
ま

し
た
。

　

高
橋
さ
ん
は
、
長
年
に
亘
り

小
中
学
校
生
等
へ
の
和
楽
器
の

指
導
や
古
典
文
学
の
普
及
に
携

わ
る
と
と
も
に
、
古
典
鑑
賞
会

の
会
長
と
し
て
伝
統
芸
能
の
普

及
に
取
り
組
ま
れ
て
き
た
こ
と

が
評
価
さ
れ
、
伝
統
文
化
功
労

者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。太田町長に報告する高橋幸子さん

町
職
員
定
期
人
事
異
動

　

３
月
31
日
平
成
25
年
度
限
り

で
退
職
す
る
職
員
３
人
に
対
し

て
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
26
年
度
定
期
人

事
異
動
に
よ
る
辞
令
交
付
が
４

月
１
日
に
行
わ
れ
、
新
採
用
職

員
８
人
も
辞
令
の
交
付
を
受
け

ま
し
た
。

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

●
退
職
者
（
３
月
31
日
付
）

武
田　

智

（
会
計
管
理
者　

参
事
兼
会
計

課
長
）

中
山　

ミ
エ
子

（
幼
児
教
育
課
主
任
主
査
兼
幼

児
教
育
係
長
）

中
野　

由
起
子

（
生
涯
学
習
課
主
任
主
査
）

職員に見送られ退庁される退職職員

４月１日から新たな体制でスタートした国見町行政　

本年度採用された 8人をご紹介します。

石
神　

義
樹
（
保
健
福
祉
課
）

　

若
々
し
い
気
持
ち
で
、
頑
張
り
ま
す
。

佐
久
間　

梨
奈
（
住
民
生
活
課
）

　

町
の
た
め
に
私
が
で
き
る
こ
と
を
精
一
杯
取
り
組
み
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

菊
地　

秀
駿
（
税
務
課
）

　

町
の
た
め
に
精
一
杯
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

二
瓶　

一
臣
（
企
画
情
報
課
）

　

仕
事
に
慣
れ
る
ま
で
は
、
時
間
が
か
か
り
そ
う
で
す
が
、
一
日

で
も
早
く
役
に
立
て
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

服
部　

琢
弥
（
総
務
課
）

　

町
民
の
皆
さ
ん
が
よ
り
良
い
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
、
元
気
よ

く
職
務
を
全
う
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

佐
藤　

匠
（
生
涯
学
習
課
）

　

町
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
、
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。

佐
藤　

理
加
（
保
健
福
祉
課
）

　

皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

宍
戸　

美
穂
（
保
健
福
祉
課
）

　

町
の
保
健
師
と
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
、
喜
び
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
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国見の火消し
新体制スタート
国見町消防団辞令交付

　

４
月
１
日
、
国
見
町
消
防
団

の
辞
令
交
付
式
が
観
月
台
文
化

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
永
年
予
防
消
防

に
尽
力
さ
れ
今
回
で
退
団
す
る

高
橋
一
男
さ
ん
ほ
か
10
人
に
鈴

木
耕
治
団
長
か
ら
辞
令
が
交
付

さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
再
任

団
員
14
人
、
階
級
異
動
団
員
24

人
、
新
入
団
員
８
人
に
辞
令
が

交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
（
３
月
31
日
）

　

階　

級　
　
　
　

氏　

名　

　

分
団
長　

　
　

高
橋　

一
男

　

分
団
長　

　
　

松
浦　

富
夫

　

分
団
長　

　
　

星
野　

正
博

　

部　

長　
　
　

後
藤　

正
利

　

部　

長　
　
　

小
紫　

勝
佳

退
職
団
員
（
敬
称
略
）

新
入
団
員
（
敬
称
略
）

（
４
月
1
日
）

第
１
分
団
第
２
部　

曳
地
信
一

第
３
分
団
第
１
部　

近
野
祐
也

第
３
分
団
第
１
部　

佐
藤
大
介

第
３
分
団
第
２
部　

佐
藤
洋
一

第
３
分
団
第
３
部　

髙
橋
健
一

第
５
分
団
第
２
部　

遠
藤
正
浩

第
５
分
団
第
２
部　

佐
藤
幸
裕

第
５
分
団
第
３
部　

竹
田　

学

教
育
の
向
上
に
尽
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

教
職
員　

離
・
着
任
式

　

３
月
27
日
、町
教
職
員
の
離
任
式
が
行
わ
れ
、

２
人
の
教
員
が
退
職
、
８
人
が
異
動
と
な
り
ま

し
た
。

　

４
月
１
日
に
は
、
町
教
職
員
着
任
式
が
行
わ

れ
、
９
人
の
教
職
員
が
小
・
中
学
校
へ
着
任
し

ま
し
た
。　

学校名 職　名 氏　　名 新　任　校

国見小学校

校　長 菅　野　光　廣 退　職
教　諭 齋　藤　哲　也 桑折町立睦合小学校
教　諭 小　出　　　徹 伊達市立柱沢小学校
教　諭 岡　村　かおり 福島市立水原小学校
主　査 熊　谷　洋　子 伊達市立伊達東小学校

県北中学校

教　諭 伊　藤　みな子 退　職
教　諭 鈴　木　聖　美 伊達市立伊達中学校
教　諭 木　村　直　之 大沼郡金山町立金山中学校
教　諭 斉　藤　正　義 伊達市立桃陵中学校
養護教諭 滝　澤　裕　美 桑折町立醸芳中学校

学校名 職　名 氏　　名 前　任　校

国見小学校

校　長 酒　井　隆　志 県北教育事務所
教　諭 増　田　靖　子 伊達市立柱沢小学校
教　諭 齋　藤　道　子 伊達市立梁川小学校
教　諭　 佐　藤　幸　雄 伊達市立石田小学校
教　諭 佐　藤　佳　子 伊達市立上保原小学校
主　査 佐　藤　美　雪 伊達市立粟野小学校

県北中学校
教　諭 根　本　晃　宏 伊達市立桃陵中学校
教　諭 寺　島　加　奈 いわき市立勿来第一中学校
養護教諭 渡　邉　     　香 桑折町立醸芳中学校

転
出
・
退
職

転
入

3 月 27 日離任式

　

部　

長　
　
　

岩
城　

明

　

団　

員　
　
　

遠
藤　

正　

　

団　

員　
　
　

松
浦
新
一
郎

　

団　

員　
　
　

寺
島　

和
宏

　

団　

員　
　
　

佐
藤　

喜
晴

　

団　

員　
　
　

玉
手　

紀
明

4 月 1 日着任式

合併処理浄化槽設置整備事業について合併処理浄化槽設置整備事業について

人槽区分 浄化槽の補助金
（限度額）

5人槽 332,000 円

7 人槽 414,000 円

10 人槽 548,000 円

◆浄化槽法第 11条に基づく法定検査の実施

◆浄化槽の補助金 ◆撤去費用補助金

　河川や湖沼などの公共用水域の水質保全及び生活環境の改善、公衆衛生の向上を図るためには家庭から出る
生活排水を浄化するための公共下水道や合併処理浄化槽の普及が欠かせません。町では下水道事業計画区域外
の地区において、合併処理浄化槽の普及促進のため助成を行っています。本年度は従来の合併処理浄化槽設置
費用助成に加え、単独処理浄化槽や汲取り便槽の撤去費用も助成対象となります。※議決予算の範囲内での補
助となります。

　対象：下水道事業計画区域外
で、10 人槽以下の合併処理浄化
槽を新たに設置しようとする方　

　対象：使用している単独処理浄化槽及び汲取り便槽を合併処理浄化槽に 
                転換しようとする方　

◎後期高齢者医療保険料の保険料率が決まりました（平成 26年度・27 年度）
　福島県の後期高齢者医療保険料は、医療給付費および加入者数等の実績をふまえ、2年ごとに見直しを行っ
ています。

区分 現行の保険料率
（平成 24・25 年度）

新しい保険料率
（平成 26・27 年度）

均等割額 40,000 円 41,700 円

所得割率 7.76％ 8.19%

※平成 26 年度の保険料額および納付方法については、8月以降にお知らせします。

≪保険料の算定方法≫
・保険料は「均等割額」と「所得割額」の合計で、個人ごとに算定されます。

保険料
年額

均等割額と
所得割額の合計
※最高限度額 57 万円
100 円未満切り捨て

＝

所得割額
（所得に応じて負担）

　総所得金額等
　  － 33 万円  

※被保険者の所得に応じて軽減措置があります。

× 所得割率 8.19%

均等割額
被保険者全員が均等に負担

41,700 円
※世帯の所得に応じ
て軽減措置がありま
す。

+【

【

　平成 26・27 年度の保険料率は右記
のとおり改正されましたので、お知ら
せします。

◆問い合わせ　保健福祉課　☎ 585-2785

　浄化槽法では、生活排水の適正な処理及び生活環
境の保全、公衆衛生の向上のために年 1回の定期検
査が義務付けられています。浄化槽管理者（設置者）
は毎年 1回、指定検査機関（福島県が指定）の定期
検査を受けなければなりませんので、まだ検査を受
けていない浄化槽管理者（設置者）の方は、次の検

査機関にお申し込みください。　
【県知事指定検査機関】（社団）福島県浄化槽協会 浄化
槽検査委員会 福島支所〒960-8055　福島市野田町１丁
目 16 番 35 号　☎５531-1766
※検査に関する問い合せは、上記の検査機関または浄
化槽の維持管理を委託している浄化槽保守点検業者へ
問い合せください。

区　　　　分 撤去費補助金
（限度額）

①転換前の単独処理浄化槽の位置と新設する合併処理浄化槽
   の位置が重なる場合
②転換前の単独処理浄化槽の撤去位置に、新設する合併処理
   浄化槽が設置できない場合で同一敷地内に設置する場合

45,000 円

上記に記載された以外の場所 30,000 円
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「おいしい」がいっぱい！
　３月 30 日、商店街をステージに「奥州街道ど真
ん中！くにみ春のフードフェスタ」が開催されまし
た。
　開会式では、石塚勝美実行委員長、続いて太田久
雄町長があいさつ。八島博正町議会議長をはじめと

した来賓祝辞の後、石塚委員長の開会宣言でフード
フェスタがスタートしました。
　朝からあいにくの雨でしたが、町内外から大勢の
人が来場し、会場は傘の花で埋め尽くされました。

2

34

5

　

65
店
舗
、
約
２
０
０
種
類
の

屋
台
と
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
で
は
、

Ｂ
１
グ
ラ
ン
プ
リ
で
優
勝
し
た

な
み
え
焼
き
そ
ば
や
町
自
慢
の

国
見
バ
ー
ガ
ー
、
朝
の
ド
ラ
マ

で
有
名
に
な
っ
た
ま
め
ぶ
汁
に

長
い
行
列
が
で
き
ま
し
た
。

　

何
店
も
は
し
ご
を
し
て
両
手

い
っ
ぱ
い
の
荷
物
を
持
っ
て
歩

く
人
も
多
数
見
ら
れ
、
お
い
し

そ
う
な
に
お
い
で
い
っ
ぱ
い
の

会
場
は
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
の
人
た

ち
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
出
店
者
か
ら
、「
雨

の
イ
ベ
ン
ト
な
の
に
来
場
者
が

多
い
」、「
国
見
町
の
イ
ベ
ン
ト

に
は
人
が
集
ま
る
」
と
い
っ
た

声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
ぺ
ん

ぎ
ん
ナ
ッ
ツ
の
司
会
で
、
福
島

の
ご
当
地
ア
イ
ド
ル
や
短
期
大

学
の
ダ
ン
ス
、よ
さ
こ
い
踊
り
、

町
体
育
協
会
の
３
Ｂ
体
操
・
健

康
体
操
、春
日
神
社
太
々
神
楽
、

シ
ニ
ア
バ
ン
ド
の
演
奏
な
ど
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

商
工
会
青
年
部
が
企
画
し
た　

「
国
見
バ
ー
ガ
ー
早
食
い
選
手

権
」
で
は
、
子
ど
も
の
部
、
女

性
の
部
、
無
差
別
級
の
部
に
わ

か
れ
て
開
催
さ
れ
、
雨
を
吹
き

飛
ば
す
熱
い
戦
い
が
展
開
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
催
し
に
あ
わ
せ

て
、
奥
山
家
住
宅
も
公
開
さ

れ
、
多
く
の
見
学
者
が
訪
れ
ま

し
た
。

　

閉
会
式
は
、
会
場
の
全
員

で
、
元
気
よ
く
「
フ
ー
ド
フ
ェ

ス
タ
！
次
回
も
食
べ
尽
く
し

ち
ゃ
っ
て
い
い
ん
じ
ゃ
な
い

の
！
」
と
声
を
そ
ろ
え
、
締
め

く
く
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
催
し
は
、
町
の
若
者

や
女
性
が
実
行
委
員
会
を
組
織

し
て
開
催
し
、
商
工
会
工
業
部

会
や
体
育
協
会
所
属
の
野
球
部

員
、
文
化
財
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
が
、
こ
の
催
し
を
支
援
し
ま

し
た
。

屋台・キッチンカーブース

1石塚委員長と実行委員のみなさんが開会を力強く宣言2雨

の中、色とりどりの傘、多くのお客様で賑わいました3町外

からのかわいいお客様4見て見て「チョコバナナ」食べて、にっ

こり5国見バーガー早食い選手権（子どもの部）

6国見バーガー早食い選手権（無差別級）7商工会女性部の

みなさん8内谷太々神楽9ご夫婦でご来場いただきました10

奥山邸で展示されたお雛さま

催しのテーマは「食べる」です。

特設ステージ

6

7

89

10

1
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町
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の
た
め
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
を
積

極
的
に
支
援
し
、
地
球
環
境
の
負
荷
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
住
宅
用

太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
す
る
方
へ
、
設
置
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
の
対
象

と
な
る
設
備

補 

助 

金 

の 

額

太
陽
光
発
電
設
備
へ
の

設
備
へ
の

補
助
を
継
続
し
ま
すす

　

補
助
の
対
象
と
な
る
設
備

は
、
次
に
掲
げ
る
全
て
の
要
件

を
満
た
し
た
方
で
す
。

（
１
）
余
剰
電
力
を
電
力
会
社

に
送
電
で
き
る
よ
う
、
設
備
を

商
用
電
力
と
連
系
し
て
い
る
も

の（
２
）
設
備
の
最
大
出
力
が
10

㌗
未
満
で
あ
る
も
の

（
３
）
申
請
す
る
時
に
未
使
用

の
設
備

Ｑ
太
陽
光
発
電
設
備
が
設
置
さ

れ
た
建
売
住
宅
を
購
入
す
る
場

合
は
、
補
助
対
象
に
な
り
ま
す

か
？

Ａ
申
請
時
に
太
陽
光
発
電
設
備

が
、
未
使
用
で
あ
れ
ば
対
象
と

な
り
ま
す
。

※
注
意
点

・
太
陽
光
発
電
設
備
が
設
置
さ

れ
た
中
古
住
宅
を
購
入
さ
れ
る

場
合
に
は
、
補
助
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。

　

１
㌗
当
た
り
２
万
円
と
し
、

５
㌗
（
上
限
10
万
円
）
の
補
助

額
と
し
ま
す
。

※
最
大
出
力
＝
㌗
を
単
位
と

し
、
小
数
点
第
２
位
を
四
捨
五

入
し
た
数
値
（
そ
の
数
値
が
５

㌗
を
超
え
る
場
合
は
、
５
㌗
）

と
し
ま
す
。

※
予
算
に
限
り
が
あ
る
た
め
、

補
助
金
が
予
算
の
上
限
に
達
し

た
場
合
は
補
助
金
を
打
ち
切
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

補助金交付に必要な書類補助金交付に必要な書類
　次の書類を着工の 10 日前までに役場企画情報課
に提出してください。
　①補助金交付申請書
　②事業計画書
　③承諾書（設置者と太陽光発電設備を設置しよう
　　とする住宅等の所有者が異なる場合。共有名義
　　の場合を含む）　
　④納税証明書（1月 1日現在の住所地で証明書交
　　付を受けてください）
　⑤補助金手続代行届
　※その他、設置区分によりそれぞれ次の添付書類
　　が必要となります。

◆既存の住宅に太陽光発電設備を設置
　・設置住宅の所在を示す地図
　・着工前の現場写真
　・工事請負契約書の写し及び内訳明細書
　・対象太陽光発電設備の性能を示す書類
　・振込口座がわかる預金通帳の写し
　
◆住宅を新築時に太陽光発電設備を設置
　・設置住宅の所在を示す地図
　・太陽光発電設備が設置される前の建築中の写真
　・対象太陽光発電設備設置に係る経費内訳の確認
　　ができる見積書
　・工事請負契約書の写し
　・対象太陽光発電設備の性能を示す書類
　・振込口座がわかる預金通帳の写し
　
◆太陽光発電設備が設置された住宅を購入
　・設置住宅の所在を示す地図
　・購入予定住宅の写真
　・対象太陽光発電設備設置に係る経費内訳及び発
　　電量の確認ができる書類
　・対象太陽光発電設備の性能を示す書類
　・振込口座がわかる預金通帳の写し
　※太陽光発電設備が設置された住宅を購入する方
　　は、住宅の売買契約前に申請が必要です。

【注意点】
　・申請書類を受付後、町で補助金の交付決定通知
　　を送付いたします。着工は決定通知書受理後に
　　お願いします。申請書類を提出後、交付決定が
　　届くまで 10 日程度かかるため、申請書類は、
　　少なくとも着工の 10 日程度前には提出するよ
　　うお願いします。
　・条件によっては、その他、町長が必要と認める
　　書類の提出を求める場合があります。

・3.39kW の太陽光発電設備を設置した場合

の補助額の算出方法

　20,000 円× 3.4kW＝    68 ,000 円

・7.5kW の太陽光発電太陽光発電設備を設

置した場合の補助額の算出方法

　20,000 円× 5.0kW＝ 100 ,000 円（上限）

補 

助
の 

対 

象

と
な
る
方

　

補
助
の
対
象
と
な
る
方
は
、

次
に
掲
げ
る
全
て
の
要
件
を
満

た
す
方
で
す
。

（
１
）
国
見
町
内
に
自
ら
が
居

住
し
て
い
る
又
は
居
住
し
よ
う

と
す
る
住
宅
に
対
象
と
な
る
設

備
を
設
置
す
る
方
、
又
は
町
内

に
太
陽
光
発
電
設
備
が
設
置
さ

れ
た
住
宅
等
を
購
入
し
、
居
住

し
よ
う
と
す
る
方

（
２
）
平
成
26
年
度
内
に
、
電

力
会
社
と
太
陽
光
発
電
余
剰
電

力
の
受
給
を
開
始
す
る
方

（
３
）
町
税
等
の
滞
納
が
な
い

方（
４
）
過
去
に
太
陽
光
発
電
設

備
設
置
に
関
し
て
、
町
か
ら
補

助
金
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い

方Ｑ
：
申
請
時
は
町
外
に
住
ん
で

い
て
、
太
陽
光
発
電
設
備
を
設

置
し
た
家
を
国
見
町
内
に
建
築

し
、
引
っ
越
す
予
定
で
す
が
、

補
助
対
象
に
な
り
ま
す
か
？

Ａ
：
補
助
対
象
と
な
り
ま
す
。

申
請
時
は
、
契
約
書
な
ど
で
建

築
場
所
が
国
見
町
内
で
あ
る
こ

と
を
確
認
し
、
実
績
報
告
の
際

に
、
転
居
後
の
写
真
と
住
民
票

に
よ
り
確
認
し
ま
す
。

Ｑ
：
町
内
の
事
務
所
に
10
㌗
未

満
の
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置

し
た
場
合
、
補
助
対
象
に
な
り

ま
す
か
？

Ａ
：
事
務
所
は
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。
自
ら
居
住
す
る
住
宅
が

対
象
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
：
借
家
に
住
ん
で
い
ま
す
が
、

屋
根
に
太
陽
光
発
電
設
備
を
設

置
し
た
い
。
補
助
対
象
と
な
り

ま
す
か
？

Ａ
：
対
象
に
な
り
ま
す
が
、
所

有
者
の
承
諾
書
（
任
意
様
式
）

を
添
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

企
画
情
報
課
企
画
情
報
係

☎
５
８
５
―
２
９
２
７
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歳
出

で
は
、除
染
対
策
事
業
、

庁
舎
建
設
事
業
、
放
射

線
対
策
健
康
管
理
事
業
、
農
産
物
検

査
及
び
Ｐ
Ｒ
事
業
な
ど
東
日
本
大
震

災
か
ら
の
早
急
な
復
旧
・
復
興
に
向

け
た
予
算
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

町
内
外
の
多
く
の
方
々
に
国
見
町
の

魅
力
を
発
信
し
、
元
気
・
活
力
を
促

進
す
る
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

目
的
別
の
内
訳
は
、
円
グ
ラ
フ
の

と
お
り
で
、
消
防
費
が
一
番
多
く
、

住
宅
等
の
除
染
を
引
き
続
き
実
施
し

ま
す
。
総
務
費
は
、
継
続
費
と
な
る

庁
舎
建
設
費
用
等
を
計
上
し
て
い
ま

す
。
民
生
費
は
、
少
子
高
齢
化
の
影

響
で
扶
助
費
や
医
療
費
関
連
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
農
林
水
産
業
費
は
、

果
樹
改
植
事
業
や
放
射
性
物
質
吸
収

抑
制
対
策
事
業
等
を
計
上
し
て
い
ま

性質別 予算額 増減率
義務的経費 1,851,593 9.4
人件費 1,077,928 11.4
扶助費 357,305 0.2
公債費 416,360 13.1

一般的経費 8,936,712 127.3
物件費 7,717,774 175.5
維持補修費 4,600 15.7
補助費等 1,214,338 7.8

投資的経費 1,778,693 15.5
普通建設事業費 1,778,691 16.0
　補助事業 58,414 △ 67.0
　単独事業等 1,720,277 26.8
災害復旧費 2 △ 100.0

その他の経費 453,002 3.8
投資及び出資金 24,000 100.0
貸付金 27,020 △ 29.8
積立金 518 △ 47.4
繰出金 396,464 4.3
予備費 5,000 0.0
合                   計 13,020,000 71.3
うち人件費総額 1,098,780 9.5

■一般会計性質別内訳　（単位：千円、％）

会計名 予算額 増減率
公共下水道事業 224,957 △ 8.3
後期高齢者医療 100,351 △ 0.9
国民健康保険 1,315,650 1.8
介護保険（保険事業勘定） 1,086,095 15.1
介護保険（サービス事業勘定） 2,985 33.5
土地開発事業 43,304 △ 26.4
渇水対策施設 8,936 32.4

計 2,782,278 5.0

会計名 予算額 増減率
大木戸財産区 156 △ 0.6
入山財産区 228 22.6

計 384 12.0

区分 収入 支出
収益的収支 258,525 252,402
資本的収支 74,679 104,525

■特別会計　（単位：千円、％）

■公営企業水道事業会計　（単位：千円）

■財産区会計　（単位：千円、％）

　

平
成
26
年
度
国
見
町
各
会
計
予
算
は
、
３
月
定
例
議
会
に
お
い
て
議
決
さ
れ
、
４
月
か
ら
執

行
さ
れ
て
い
ま
す
。「
第
５
次
国
見
町
振
興
計
画
」
及
び
「
復
興
計
画
」
を
引
き
続
き
着
実
に

実
践
す
る
と
と
も
に
、『
復
興
・
絆
』『
元
気
・
活
力
』
促
進
予
算
と
し
て
、
国
見
の
未
来
を
つ

く
る
５
つ
の
目
標
「
①
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
早
急
な
復
旧
・
復
興
」「
②
安
全
安
心
な
町
政

の
実
現
」「
③
活
力
あ
る
町
政
の
実
現
」「
④
思
い
や
り
の
あ
る
町
政
の
実
現
」「
⑤
国
見
町
の

継
続
的
な
維
持
発
展
」
を
強
力
に
促
進
し
ま
す
。

平成 26年度一般会計
　当初予算額は
　　130 億 2千万円

歳
入

で
は
、
ま
ず
自
主
財
源

の
基
本
と
な
る
町
税
の

う
ち
、
町
民
税
は
個
人
所
得
の
増
加

が
見
込
ま
れ
る
も
の
の
生
産
年
齢
層

の
減
少
に
よ
り
５
０
０
万
円
減
、
固

定
資
産
税
は
住
宅
新
築
等
の
影
響
で

１
１
０
０
万
円
増
、
軽
自
動
車
税
は

普
通
車
か
ら
の
乗
換
需
要
に
よ
り

２
０
０
万
円
増
、
町
た
ば
こ
税
は
前

年
同
額
を
そ
れ
ぞ
れ
計
上
し
、
総
額

８
億
３
５
１
０
万
円（
前
年
度
比
１
・

０
％
増
）
に
な
り
ま
す
。

　

国
・
県
支
出
金
は
、
除
染
事
業
等

に
要
す
る
額
を
計
上
し
た
た
め
、
前

年
度
よ
り
56
億
５
千
万
円
程
度
増
加

と
な
り
、
総
額
85
億
３
４
２
８
万
円

（
１
９
５
・
９
％
増
）
に
な
り
ま
す
。

　

地
方
交
付
税
は
、
庁
舎
建
設
が
２

年
目
に
な
る
こ
と
か
ら
震
災
復
興
特

別
交
付
税
が
２
億
７
千
万
円
程
度
減

少
し
、
総
額
23
億
７
５
７
万
円
（
前

年
度
比
86
％
減
）
に
な
り
ま
す
。

　

町
債
は
、
総
額
６
億
２
７
０
万
円

（
12
・
７
％
減
）
に
な
り
ま
す
が
、

後
年
度
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

交
付
税
措
置
が
あ
る
有
利
な
起
債
を

活
用
す
る
よ
う
十
分
配
慮
し
て
い
ま

す
。

　

繰
入
金
は
、
必
要
な
歳
出
の
不
足

財
源
を
補
う
た
め
、
財
政
調
整
基
金

及
び
東
日
本
大
震
災
復
興
基
金
等
か

ら
３
億
強
を
繰
り
入
れ
る
こ
と
と
し

消防費　
78 億 3,661 万円　
60.2%

総務費
14 億 8,471 万円
11.4%

民生費
10 億 8,574 万円 8.3%

衛生費
7億 5,929 万円 5.8%

教育費　
5億 1,738 万円
4.0%

農林水産業費
４億 7,249 万円 3.6%

公債費 4億 1,636 万円 3.2%

土木費 2億
1,698 万円 1.7%

議会費 8,192 万円 0.6%

商工費
6,306 万円 0.5%

予備費 500 万円 0.1%

労働費
8,046 万円 0.6% 地方交付税

23 億 757 万円
17.7%

町税 8億 3,510 万円
6.4%町債 6 億 270 万円

4.6%

国庫支出金　
3億 4,965 万円 2.7％

繰入金 3億 2,625 万円 2.5%
使用料及び手数料１億 1,132 万円 0.9%

地方消費税交付金 1億 400 万円 0.8%

諸収入ほか 8,554 万円 0.6％
地方贈与税 4,900 万円 0.4％
各交付金 1,498 万円 0.1%

県支出金
81 億 8,463 万円　62.9％

分担金及び負担金
926 万円 0.1%

繰越金4,000万円0.3％

す
。
公
債
費
は
、
数
年
前
に
借
入
し

た
町
債
の
元
金
償
還
が
は
じ
ま
る
こ

と
か
ら
前
年
度
よ
り
増
加
し
て
い
ま

す
。

　

性
質
別
の
内
訳
は
、
除
染
対
策

事
業
費
に
よ
り
物
件
費
が
１
７
５
．

５
％
増
に
な
り
ま
す
。
人
件
費
は
、

事
業
の
増
大
に
よ
る
任
期
付
職
員
、

除
染
推
進
員
及
び
く
に
み
も
も
た
ん

広
場
安
全
指
導
員
な
ど
の
補
強
に
よ

り
、
前
年
度
比
11
・
４
％
増
に
な
り

ま
す
。
普
通
建
設
事
業
費
は
、
庁
舎

建
設
事
業
及
び
仮
置
場
整
備
事
業
等

に
よ
り
16
・
０
％
増
の
17
億
８
千
万

円
弱
に
な
り
ま
す
。
詳
細
は
、
性
質

別
内
訳
の
と
お
り
で
す
。

て
い
ま
す
。　

　

こ
の
結
果
、
歳
入
総
額
に
対

す
る
町
税
等
の
自
主
財
源
比
率

は
10
・
８
％
、地
方
交
付
税
、国
・

県
支
出
金
、
町
債
等
の
依
存
財

源
比
率
は
89
・
２
％
に
な
り
ま

し
た
。

≪超大型予算≫すべては復旧・復興を加速させるために
　除染対策事業に約 76億円（住宅除染は 1,500 戸）

歳出 歳入
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平成 26年度

まちづくりの主な事業

Ⅰ　地域の資源（たから）を活かし、自然
と調和したまち

ふくしま森林再生事業

（事前調査、森林整備）　　　　　　
9,820 万円

里山再生補助事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20 万円
耕作放棄地再生支援補助事業　　　　　 35 万円
し尿・ごみ処理対策事業　　　　　　　　　　　　　　　　6,595 万円
除染対策事業

（住宅、道路、森林、農地等）　　　　　
58 億 9,082 万円

仮置場整備事業　　　　　　　　　　　　　15 億 9,458 万円
太陽光発電設備設置補助事業　　　　　　　　　　　200 万円
木造宅耐震改修補助事業　　　　　　　　　　100 万円
岩淵遺跡復原住居改修事業　　　　　 1,028 万円

子ども医療費助成事業　 　4,786 万円
健診（検診）事業 　1,777 万円
ウォーキングマップ作成事業　 35 万円
予防接種事業　 2,523 万円
放射線対策健康管理事業　 　1,179 万円
公立藤田総合病院負担金

（特別負担金含む）
　5億 2,780 万円

長寿を祝う事業　　　　 1,211 万円
いきいきサロン交流事業　　　　　 339 万円
生きがい対応型

デイサービス事業　　　　
541 万円

障がい者支援対策事業（扶助費）　　　1億 5,225 万円
町内若者交流事業　　 50 万円
防災訓練 100 万円
空き家実態調査事業　 1,001 万円

穿孔細菌病防除補助事業　 400 万円
果樹改植、農作物吸収抑制

対策補助事業
1億 9,120 万円

新規就農ステップアップ支援業　　 150 万円
電気柵資材購入補助事業　　 75 万円
中山間地域等直接支払補助事業　　 1,425 万円
産地生産力強化総合支援補助業　 1,000 万円
貝田地区ほ場整備調査事業　　　　 700 万円
緊急雇用創出基金事業（9事業）　　　　　7,724 万円
特産品開発等支援補助事業　　　　　　　　40 万円
まちづくり交流推進事業　 1,878 万円
仮称：里まち文化ステーション

整備事業（25 年度からの繰越）　　
6億 3,156 万円

くにみ幼稚園運営　 2,816 万円
くにみ幼稚園預かり保育事業 1,784 万円
藤田保育所運営　 6,079 万円
国見小放課後児童健全育成事業　 1,894 万円
くにみももたん広場安全指導員

配置事業　
1,053 万円

幼小中一貫教育連携事業　　 100 万円
学力向上対策事業　　　 964 万円
中学校英会話体験活動事業　　　 93 万円
芸術文化振興事業　　　 500 万円
文化財保護管理事業　　 687 万円

町内会長連絡協議会事業 1,127 万円
まちづくり推進協議会補助事業　　 1,160 万円
広報広聴事業　 253 万円
情報発信（ＰＲ・宣伝）事業 500 万円
廃校活用事業 816 万円
国見応援団募集プロジェクト業　　 270 万円
地域間交流事業　　　　 49 万円
庁舎建設事業（本体工事）　　 8億 2,000 万円
住民基本台帳ネットワーク事業　　 502 万円

Ⅱ　互いに支え合い、安心して暮らせるまち

Ⅲ　生きがいをもって、いつまでも楽し
く働けるまち

Ⅳ　地域の資源（たから）を受け継ぎ、心豊
かな人を育むまち

Ⅴ　あたたかく助けあう自主自立のまち

観月台文化センター前道路の除染作業風景

－プロフィール－
・代表者　玉木實彦　　会員数　21 人
・活動日　
　毎週火の午前 9時 30 分から午前 11 時 30 分
・主な活動場所   小坂農村総合管理センター
　　　　　　　  上野台体育館
・会　費   入会金 1,000 円、1,000 円 / 月
　　　　  入会時本登録　3,000 円　1回　
・問い合わせ　玉木實彦　☎ 502-4544

スポーツ吹矢クラブ

VOL25VOL25

くにみ幼稚園

矢が跳びだす

年中　たいよう組
大勝　美緒　

年中　ほし組

　菅野結浬杏

年長　そら組　
新開　一真

年長　ひかり組　
松浦　優果

　

6
年
前
に
女
性
教
室
の
年
間

行
事
の
一
つ
、
そ
し
て
公
民
館

主
催
で
行
わ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
吹

矢
教
室
に
参
加
し
た
会
員
が

「
健
康
に
良
い
、
ゲ
ー
ム
性
も

あ
り
楽
し
い
か
ら
続
け
た
い
」

と
の
声
が
あ
が
り
、
結
成
さ
れ

た
の
が
「
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
ク
ラ

ブ
」
で
す
。
立
ち
上
げ
に
は
、

福
島
県
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
協
会
長

「
吉
田
憲
春
」
先
生
に
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
発
足
当

時
は
13
人
だ
っ
た
会
員
も
現
在

は
21
人
。
他
の
ク
ラ
ブ
は
女
性

会
員
が
多
く
、
男
性
は
少
な
い

ク
ラ
ブ
が
大
多
数
で
す
が
男
性

の
占
め
る
割
合
が
多
い
の
が
特

徴
で
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
は
「
ス
ポ
ー

ツ
吹
矢
式
呼
吸
法
」
を
取
り
入

れ
、
健
康
を
目
的
と
し
た
誰
で

も
出
来
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
深

い
呼
吸
を
す
る
こ
と
で
集
中
力

を
高
め
、
体
に
活
力
を
も
た
ら

し
ま
す
。
そ
の
流
れ
は
武
道
の

「
礼
に
始
ま
り
、
礼
に
終
わ
る
」

と
同
じ
で
す
。
基
本
動
作
が
美

し
い
形
を
作
り
ま
す
。
ス
ポ
ー

ツ
吹
矢
式
呼
吸
法
に
は
次
の
よ

う
な
健
康
効
果
が
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
◎
血
管
の
つ
ま

り
や
動
脈
硬
化
の
予
防
◎
心
を

落
ち
着
か
せ
ス
ト
レ
ス
解
消
◎

冷
え
性
肩
こ
り
の
改
善
◎
脳
の

老
化
防
止
◎
免
疫
力
を
高
め
る

◎
内
臓
機
能
の
活
性
化
な
ど
で

す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
は
全
国
的
に

広
が
っ
て
お
り
、
今
は
国
体
正

式
種
目
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

週
1
回
の
練
習
を
わ
き
あ
い
あ

い
と
行
い
、
時
に
は
試
合
形
式

も
取
り
入
れ
実
力
ア
ッ
プ
を
目

指
し
、各
種
大
会
に
も
参
加
し
、

自
分
の
力
を
試
し
他
の
地
区
と

の
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
是
非
練
習

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
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農業委員会の動き

　3 月 24 日定例総会が開催され、次の
とおり確認されました。

・農地賃貸借　　　　　　　 　7件
　　所有権移転　　　　　　　3件
　　賃貸借　合意解約 　　　   3 件
・農地利用集積計画の決定
　
　4月の農業委員会定例総会は次のとお
りです。傍聴におい出ください。
　・日時　4月 23 日水午後 1時 30 分
　・場所　観月台文化センター大研修室

◆問い合わせ　農業委員会　
　☎ 585-2890

イキイキ子育てクラブ
会員募集

　地域子育て支援センター（藤田保育所内）では、
平成 26 年度もイキイキ子育てクラブを実施しま
す。興味がある方、ぜひご参加ください。
◆実施期間　
　平成 26 年 5月から平成 27 年 2月まで
◆場所　藤田保育所
◆主な活動内容
　・親子運動　 季節を伴った遊び、人形
         劇観賞、親子触れ合い体操など
　・子育て学習　調理実習、講話
◆対象　就学前のお子さんを持つ保護者等
◆申込締切　4月 30 日水まで
※申込み等については土、日、祝日を除く午前 10
時から午後 3時まで直接藤田保育所までご連絡く
ださい。
◆問い合わせ　藤田保育所　☎ 585-2374

新パーソナリティで、国見町の魅力を
余すところなくお届けします！

　国見町出身。大学卒業
後、北海道や福島県内で
のテレビリポーターを務
める。4 月より国見町ラ
ヂオ課ももたんＦＭの新
パーソナリティに。
　趣味は、サッカーやフッ
トサル、スポーツ全般の
観戦。

『
ふ
る
さ
と
国
見
』
の
ワ
ク
ワ
ク
と
ド
キ
ド
キ
を
！

　

は
じ
め
ま
し
て
！　
「
国
見
町
ラ

ヂ
オ
課
も
も
た
ん
Ｆ
Ｍ
」
の
新
パ
ー

ソ
ナ
リ
テ
ィ
、
佐
藤
成
美
で
す
。
こ

の
4
月
か
ら
番
組
を
担
当
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

実
は
私
、
生
ま
れ
も
育
ち
も
国
見

町
な
ん
で
す
。

　

小
さ
い
頃
か
ら
義
経
ま
つ
り
や
内

谷
春
日
神
社
の
太
々
神
楽
な
ど
の
行

事
に
参
加
し
た
り
、
特
産
の
桃
や
プ

ラ
ム
、
美
味
し
い
お
米
を
食
べ
て
育

ち
ま
し
た
。

　

こ
の
も
も
た
ん
Ｆ
Ｍ
の
ス
タ
ジ
オ

が
あ
る
、観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
は
、

中
学
校
時
代
に
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
を

行
っ
た
思
い
出
が
詰
ま
っ
た
懐
か
し

い
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
思

い
出
の
場
所
か
ら
、
番
組
を
放
送
で

き
る
こ
と
は
、不
安
も
あ
り
ま
す
が
、

幸
せ
な
事
で
す
。
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

社
会
人
に
な
っ
て
国
見
町
を
離
れ

て
は
じ
め
て
、
町
の
良
さ
や
人
の
温

か
さ
が
自
分
に
と
っ
て
か
け
が
え
の

な
い
も
の
で
、
そ
れ
が
『
ふ
る
さ
と

国
見
』
の
魅
力
な
ん
だ
な
と
感
じ
ま

し
た
。

　

国
見
っ
子
の
私
で
も
、
ま
だ
ま
だ

知
ら
な
い
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。す
み
ず
み
ま
で
駆
け
め
ぐ
り
、

ワ
ク
ワ
ク
、
ド
キ
ド
キ
す
る
よ
う
な

魅
力
を
、
サ
ッ
カ
ー
で
培
っ
た
体
力

で
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
新
し
い
出
会
い
の
中

で
、
町
や
人
の
チ
カ
ラ
を
発
見
す
る

の
が
楽
し
み
で
す
。

　

新
し
く
な
る
「
国
見
町
ラ
ヂ
オ
課

も
も
た
ん
Ｆ
Ｍ
」
を
、
町
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
、
楽
し
い
、
魅
力
あ
る
番

組
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

新パーソナリティ佐藤成美さん

　

桜
は
、
日
本
人
が
こ
よ
な
く
愛
す

る
花
で
あ
り
、
町
内
に
も
ソ
メ
イ
ヨ

シ
ノ
や
ト
ウ
カ
ザ
ク
ラ
、
ヤ
マ
ザ
ク

ラ
な
ど
の
つ
ぼ
み
が
ほ
こ
ろ
び
始
め

る
４
月
初
旬
か
ら
お
花
見
を
楽
し
む

姿
が
見
ら
れ
ま
す
。
例
年
、
観
月
台

公
園
に
お
い
て
桜
ま
つ
り
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
み
な
さ
ん
の
近
く
に

も
素
敵
な
桜
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

町
で
は
、
来
年
桜
の
名
所
マ
ッ
プ

を
作
成
す
る
た
め
、
み
な
さ
ん
が
毎

年
お
花
見
を
す
る
桜
や
通
勤
・
通
学

の
時
に
つ
い
立
ち
止
ま
っ
て
し
ま
う

桜
な
ど
、
皆
さ
ん
の
心
に
残
る
桜
を

募
集
し
ま
す
。
名
所
で
も
一
本
だ
け

皆
さ
ん
の
地
区
の　
　

の
名
所

の
桜
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
あ
な
た
の

心
に
残
る
桜
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

　
「
桜
の
場
所
、
選
ん
だ
理
由
、
あ

な
た
の
連
絡
先
」
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
、
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
、
電
話

な
ど
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

広
報
取
材
で
の
個
人
情
報
の
取
り
扱
い　

　

企
画
情
報
課
で
は
、
広
報
紙
な
ど
の
発
行
の
た
め
、
個
人
を
特
定
で
き
る

写
真
撮
影
を
行
っ
て
い
ま
す
。
取
材
や
写
真
撮
影
を
す
る
と
き
は
、「
広
報

く
に
み
」
と
書
か
れ
た
腕
章
を
着
用
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
個
人
情
報
は
、
国
見
町
個
人
情
報
保
護
条
例
に
基
づ
き
、

適
正
に
管
理
し
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

個
人
情
報
の
利
用
目
的

　

１ 

町
の
発
行
物
（
広
報
紙
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
）
へ
の
掲
載

　

２ 
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載

　

３ 
記
録
資
料
と
し
て
の
保
存
・
活
用

　

４ 
そ
の
他
（
報
道
提
供
や
出
版
物
・
ポ
ス
タ
ー
へ
の
掲
載
な
ど
）

企画情報課に

　
ご連絡ください　☎ 585-2927

　

e-mail：kikaku ＠ town.kunimi.fukushima.jp
皆
さ
ん
の
お
宅
に
眠
っ
て
い
る

街
並
み
な
ど
の
古
い
写
真
を
探
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
今
年
町
村
合
併
60

周
年
、
広
報
５
０
０
号
に
向
け

て
古
い
モ
ノ
や
写
真
を
探
し
て

い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
お
宅
に

古
い
生
活
用
具
や
写
真
な
ど
は

あ
り
ま
せ
ん
か
?

　

町
で
使
わ
れ
て
い
た
昔
の
生

活
用
具
や
、
国
見
町
に
関
係
す

る
文
書
、
ま
た
戦
前
か
ら
昭
和

50
年
代
ま
で
の
国
見
町
の
街
並

み
や
人
々
の
暮
ら
し
ぶ
り
が
う

か
が
え
る
よ
う
な
写
真
を
探
し

て
い
ま
す
。

　
「
こ
ん
な
も
の
…
」
と
思
っ

た
も
の
が
、
地
域
の
昔
を
伝
え

る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
近
所
の
路

地
、
ま
ち
の
お
祭
り
、
今
は
な

い
商
店
な
ど
、
何
気
な
い
ス

ナ
ッ
プ
写
真
の
一
コ
マ
が
貴
重

な
情
報
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

地
域
の
歴
史
や
文
化
を
残
し

て
、
次
の
世
代
に
伝
え
て
い
く

た
め
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
資
料
の
ご

寄
贈
に
つ
い
て
は
、
資
料
を
直

接
拝
見
し
、
ご
相
談
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
写
真
の
ご
提
供

の
場
合
は
、
一
時
お
預
り
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
複
写
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
後
、
ご
返
却
い
た
し

ま
す
。

昭和 19 年昭和 32 年 旧役場庁舎 

観月台公園

さ
く
ら

国見町ラヂオ課
ももたん FM3年目に突入 ! ！
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のの

方部会 平成 26 年度住宅除染
実施予定町内会 推定戸数

藤　田

駅前、宮町北、藤田宮前、

町東、宮東、山崎沢田、

宮前、源宗山東、源宗

山西、源宗山北、大坂、

山崎耕谷

650 戸

小　坂
前田、泉田下、板橋、

板橋南
330 戸

森江野
第 1、第 3、第 4、

徳江北部、第 7
250 戸

大木戸 大木戸、山根 200 戸

大　枝 川内 70 戸

計 24 町内会 1,500 戸

住
宅
除
染
実
施
町
内
会
が
決
定

　
　

今
年
度
は
24
町
内
会
を
計
画

　

平
成
26
年
度
は
１
５
０
０
戸

を
目
標
に
住
宅
除
染
に
取
り
組

む
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
実
施

予
定
町
内
会
に
つ
い
て
は
東
日

本
大
震
災
復
旧
復
興
対
策
推
進

国
見
町
民
会
議
各
方
部
会
で
決

定
さ
れ
、
左
表
の
と
お
り
と
な

り
ま
す
。

　

本
年
度
予
定
の
町
内
会
に
つ

い
て
は
、
平
成
25
年
度
事
業
の

繰
越
分
の
進
捗
状
況
と
仮
置
場

の
確
保
状
況
を
勘
案
し
、
順
次

説
明
会
を
開
催
し
た
後
、
除
染

作
業
に
着
手
す
る
予
定
で
す
。

26
年
度
の
除
染

　
　
　
　

対
策
事
業

　

除
染
対
策
事
業
に
係
る
予
算

は
３
月
議
会
に
お
い
て
議
決
さ

れ
、約
76
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

１
５
０
０
戸
の
住
宅
除
染
を

は
じ
め
、
路
肩
や
側
溝
も
含
め

た
45
㎞
の
道
路
除
染
、
住
宅
除

染
を
補
完
す
る
森
林（
生
活
圏
）

除
染
に
約
７
ha
、
改
植
事
業
と

連
携
し
た
樹
園
地
除
染
や
公
共

性
の
高
い
公
立
藤
田
総
合
病
院

や
藤
田
駅
・
貝
田
駅
の
除
染
を

進
め
ま
す
。

住宅除染の進捗状況　住宅除染の実施状況
（3 月 31 日現在）は次
のとおりで、883 件の
住宅除染に取り組み、
うち 550 件が完了して
います。大枝方部にお
いては除去土壌等の仮
置場搬入も含め 3 月 6
日に終了しました。
　また、大木戸方部に
おいては平成 25 年度の
実施町内会を高城・光
明寺・貝田町内会とし、
このほど除染作業に着
手いたしました。

　

方　部
事前モニ

タリング

三　者

打合せ
除染着手 除染完了

事後モニ

タリング

藤 田 方 部 361 件 359 件 328 件 284 件 267 件

小 坂 方 部 169 件 58 件 30 件 2件 0件

森江野方部 188 件 185 件 179 件 135 件 118 件

大木戸方部 36 件 5件 0件 0件 0件

大 枝 方 部 129 件 129 件 129 件 129 件 129 件

合　計 883 件 736 件 666 件 550 件 514 件

新たに仮置場 3カ所確保 　仮置場候補地として、藤田・小坂・森江野の
3方部において 1箇所ずつ、新たに 3箇所が決
定されました。今回の決定により仮置場につい
ては全部で 9箇所、総面積 7.5㌶になりました。
　今後、仮置場として安全に設置するための地
盤や地下水位等の調査、形状や配置の設計を進
め、完了次第速やかに整備工事を行います。

方部会 所　在　地 面積

藤 田 方 部 3号　大字藤田字滑沢三地内 1.1ha

小 坂 方 部 2号　大字新内谷地内 0.85ha

森江野方部 2号　大字徳江字江添地内 1.1ha

　なお、大木戸方部 1号仮置場（大字貝田字玉ノ木地内）については、調査結果から軟弱地盤と判明したため、
仮置場としての利用は不適当と判断しました。

仮置場の整備と管理 施工と監視で万全に
　仮置場の整備や除去土壌等の搬入、

管理についての流れを見てみましょう。

敷地内除染作業

整
備
工
事

除
去
土
壌
等
の
搬
入

管
理
業
務

①造成　整地 ③更に保護マットを敷設し、
　集水管を設置し、その後

　保護土を敷きならす

②保護マット敷設の後、

　遮水シートを敷設
④仮囲いや雨水排水路、タ

　イヤ洗い場等を整備

①大型土のう袋の積込み ②遮蔽のための覆土 ③雨水浸透防止の遮水シー
　トで覆う

④劣化防止の遮光シートで
　覆う

　仮置場については、
空間線量率の測定や
地下水の水質管理を
はじめ、周辺環境に
影響を及ぼすことが
無いよう、施設を巡
回する管理・監視を
行っています。

①定期的な線量管理 ②定期的な地下水水質管理 ③施設の監視と線量等の表

　示

地盤調査　測量設計

21 20



田
部
井
淳
子

　
　
　

講
演
会　

３
月
21
日
、
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
で
田

部
井
淳
子
講
演
会
が
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か

ら
約
１
０
０
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

田
部
井
さ
ん
は
、
集
ま
っ
た
参
加
者
に
今

ま
で
登
山
を
通
し
て
出
逢
っ
た
人
々
の
話
や

自
然
を
守
る
た
め
に
何
が
で
き
る
か
を
ス
ラ

イ
ド
で
分
か
り
や
す
く
話
を
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
か
ら
は
笑
い
が
お
こ
っ
た
り
、
自
分
の

立
場
に
置
き
換
え
、
大
き
く
頷
く
参
加
者
も

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
震
災
後
元
気

が
な
い
福
島
県
を
元
気
に
し
た
い
と
、
熱
い

思
い
を
話
さ
れ
ま
し
た
。　

　

講
演
会
当
日
は
町
内
各
地
区
ご
と
に
ご
み

拾
い
「
ク
リ
ー
ン
９
２
３
大
作
戦
」
も
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
道
路
沿
い
に
捨
て
ら
れ
て
い

る
空
き
缶
な
ど
の
ゴ
ミ
、
約
90
袋
を
集
め
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

福
島
県
を
元
気
に
し
た
い

樹齢２５０年の名木「義経の腰掛松」伐採
　

３
月
14
日
源
義
経
の
伝
説
が
の

こ
る
町
天
然
記
念
物
「
義
経
の
腰

掛
松
」
は
、
永
く
地
域
の
人
々
や

旅
人
に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た

が
、
昨
年
秋
に
枯
死
し
た
た
め
、

伐
採
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
周

辺
住
民
・
関
係
者
約
30
人
が
集
ま

り
、
別
れ
を
惜
し
み
ま
し
た
。

　

伐
採
に
先
立
ち
、
太
田
久
雄
町

長
・
佐
藤
榮
壽
町
文
化
財
保
護
審

議
会
長
が
あ
い
さ
つ
し
、
そ
の
後

安
全
祈
願
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

松
は
、
平
成
11
年
以
降
衰
え
が

み
ら
れ
、
地
域
の
人
々
や
県
の
協

力
を
得
な
が
ら
、
樹
勢
回
復
に
向

け
た
対
策
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。　

　

し
か
し
、
松
く
い
虫
の
被
害
等

に
よ
る
幹
の
伐
採
で
優
美
な
樹
形

は
失
わ
れ
て
し
ま
い
、
枯
死
に
至

り
ま
し
た
。
今
後
は
、
さ
し
穂
し

た
後
継
木
を
大
切
に
育
成
し
、
後

世
に
伝
え
て
い
き
ま
す
。

【
義
経
の
腰
掛
松
】

　

江
戸
時
代
の
文
学
作
品
に
登

場
す
る
初
代
の
「
義
経
の
腰
掛

松
」
は
、
遠
く
江
戸
の
文
人
も
詩

を
詠
む
ほ
ど
の
名
木
で
し
た
が
、

１
８
２
１
年
に
焼
失
し
て
し
ま
い

ま
す
。
１
８
２
３
年
に
、
現
在
の

福
島
市
か
ら
2
代
目
の
松
が
移
植

さ
れ
、
昭
和
49
年
に
町
天
然
記
念

物
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
（
3
月
13

日
解
除
）

平成元年頃の「義経の腰掛松」

「義経の腰掛松」伐採の様子

募集

国見町フォトコンテスト
最優秀賞に佐藤克彦さん（宮町北）

　3 月 11 日、 第 18 回
国見町フォトコンテス
トの審査会が開催され、
応募作品 115 点（51 人
応募）の中から、厳正
な審査の結果、次の方々
が入選されました。（審
査委員長　二科会写真
部会員六角宥子氏）

賞 作　　品　　名 応募者氏名 住所
最優秀賞 心に笑顔を 佐藤　克彦 国見町
優秀賞 吹き飛せ、ヨイシャ 近藤　正男 桑折町
優秀賞 僕も武者だよ！ 冨士川　忠志 福島市

福島民報社賞 希望の灯火 丹治　美知夫 福島市
福島民友新聞社賞 只今いねむり中 関根　松美 須賀川市

入選 飛び出せ国見町。 齋藤　広明 伊達市保原町
入選 復興の祈り　Ⅱ 秦　玖次 国見町
入選 勢揃い 八巻　佳明 伊達市保原町
入選 皆で踊るフラダンス 八巻　一夫 伊達市梁川町
入選 イルミネーション（12.23） 佐久間　守 国見町
佳作 フィナーレ 後藤　徳良 国見町
佳作 内谷の太々神楽 佐藤　尚久 国見町
佳作 サイバーホイールで楽しく 徳江　昇 国見町
佳作 夜桜光景 原田　勇二 伊達市保原町
佳作 古民家の中で 武田　幸吉 国見町

最優秀賞「心に笑顔を」　佐藤克彦

優秀賞　「吹き飛せ、ヨイシャ」近藤正男

優秀賞「僕も武者だよ！」　冨士川忠志

第 19 回　国見町フォトコンテスト作品

　今年は「町のイベント」「町の四季・風景」の２部
門を募集します。（平成 26 年 4 月以降の撮影のもの
に限る）
・応募作品（各部門 1人 3点まで）カラープリント
　4PW（ワイド四切）または A4版とする。　

( 敬称略）

・デジタルカメラによる作品も可※組写真、合成加
　工は不可
・提出先、問合せについては、企画情報課☎ 585-
　2927 まで問い合わせください。なお、申し込み用
　紙はホームページ若しくは、企画情報課窓口に用
　意しています。
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保健福祉課　保健係　☎ 585-2783

E-mail:hoken@town.kunimi.fukushima.jp　

●　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　　●

＊＊＊乳児健診＊＊＊
該当児 実施日 受付時間 会場

・3か月児（平成 26 年 2月生まれ）
・9か月児（平成 25 年 8月生まれ）

6月 26 日木
午後 1時 15 分～
　　午後 1時 45 分

観月台文化センター
第 1和室

【健診内容】　医師の指導、身体測定、調乳、離乳、予防接種などについて
　　　　　　9ヵ月児は、歯科衛生士による歯に関するお話も予定しています。
《持参するもの》　母子健康手帳を忘れずに！　　　　　

＊＊＊ニコニコ相談会＊＊＊
該当児 実施日 実施時間 会場

国見町在住の妊婦
国見町在住の乳幼児及びその保護者

6月 18 日水
午前 10 時～
　　午前 11 時 30 分

子育て支援センター
（藤田保育所内）

【実施内容】　身体計測、栄養相談、子育て相談等について保健師、栄養士がお待ちしております。
《持参するもの》　母子健康手帳、お子さんの飲み物（水筒にいれて）を忘れずに！
《申し込み方法》　前日まで保健福祉課に電話でお申し込みください。　　　　　

●　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　　●

＊＊＊１歳６カ月児健診＊＊＊
該当児 実施日 受付時間 会場

平成 24 年 10 月 1日から
平成 24 年 12 月 15 日生まれの幼児

6月 17 日火
午後 1時 15 分～
　　午後 1時 30 分

小坂農村総合管理
センター

【健診内容】　内科と歯科の医師の診察、歯科衛生士による歯みがき指導、生活保健指導、身長・体重測定を行います。
　　　　　　心理判定員による相談・指導・子育てに関する不安や悩み等、お気軽にご相談ください。
　　　　　　栄養指導（おやつの試食）もあります。健診該当者には後日健診票を郵送します。
《持参するもの》　母子健康手帳と 1歳 6か月児健康診査票（必要事項を記入してください）を忘れずに！

健　康
レシピ

　3 月 6 日と 7日、脂質異常症予防教室を開催しました。
　1日目は、公立藤田総合病院内科の伊藤理先生による講話、
2日目は町栄養士による調理実習を行いました。今回実習し
た中から「さんまの甘辛焼き」を紹介します。

「さんまの甘辛焼き」材料（4人分）　　　　　　　　　　　

さんま　　　　　　　2尾
片栗粉　　　　　　　適宜
オリーブ油　　　　　大さじ 1
万能ねぎ　　　　　　適宜
しめじ　　　　　　　1/2 袋
ブロッコリー　　　　80 ｇ
砂糖・酒・しょうゆ　
　　　　　   　　　各大さじ 1 と 1/2
みりん　　　　　　大さじ１
酢・豆板醤　　　　各小さじ 1

（Ａ

① 3枚おろしにしたさんまを 3
    等分に切る。片栗粉を薄くつ
    ける。万能ねぎは小口切り。しめじは小房分ける。ブロッ
    コリーは沸騰したお湯に塩をいれ茹でる。
② Aの調味料を混ぜ合わせておく。
③フライパンにオリーブ油を入れて熱し、さんまを並べ蓋を
    して両面を焼く。
④ A のたれを加え、さんまに絡める。残ったたれで、しめじ
    も炒める。
⑤器にさんまを盛り付け、ねぎを散らす。付け合せのしめじ、
    ブロッコリーを添える。

　3 月 21 日、観月台文化センターでラジオ福島アナウンサー
として活躍中の大和田新さんの講演会が、町文化団体連絡協
議会の主催で行われました。大和田さんは、東日本大震災後
に浜通りや仮設住宅の取材をしたエピソードを中心に講演さ
れました。訪れた聴衆は、震災や原発事故の記憶を風化させ
てはならないと、復興への想いを新たにしました。

心つないで
　大和田新さん講演会

　3 月 23 日、（財）日本さくらの会から、内谷桐目木共同山
組合に桜の苗木 75 本が寄贈されました。
　寄贈された桜の苗木は、組合員により一本、一本丁寧に植
樹されました。
　桜の苗木の植樹により桜の名所づくりや里山の環境保全を
目指しています。

桜の名所をめざし
　心を込めて

内谷桐目木共同山組合の皆さん

　3月 23 日、消防小型動力ポンプ付軽積載車と消防資機材の
交付式が行われました。交付式では、太田久雄町長から鈴木
耕治消防団長に目録が交付され、鈴木消防団長は町民の安全
安心を守るためにと決意を新たにしていました。交付された
積載車と資機材は総務省消防庁から無償貸与を受けたもので、
町の消防力の強化につながるものと期待されます。

消防小型動力ポンプ付
　　軽積載車など無償貸与

太田久雄町長から鈴木耕治団長へ目録の贈呈

復興への想いを町民一人一人に

　東日本大震災から 3年目を迎えた 3月 11 日、国見小学校で
全校児童に菅野校長から震災・福島第一原発事故などの話が
されました。児童たちは真剣に話を聞き入り、その後東日本
大震災発生時刻の 2時 46 分に全校児童で黙とうをし、哀悼の
意を表しました。

あれから 3年
　忘れないために

黙とうをする国見小学校児童

　2 月 24 日、第 25 回都道府県対抗全日本中学生ソフトテニ
ス大会に県ソフトテニス連盟推薦選抜選手として出場した、
県北中学校 2年の佐藤未来さんに、太田久雄町長（青少年育
成町民会議会長）から奨励金を交付しました。
　今回、福島県選抜チームキャプテンとして全国大会に出場
し、団体戦で第 3位に入賞する活躍でした。

大活躍！
　国見町の県選抜選手！

チームキャプテンとして健闘を誓う佐藤未来さん
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くらしのくらしの
情　報情　報

お
知
ら
せ

5
月
の
相
談
会

≪心配ごと相談≫

・開催日及び相談員

 8 日 木 松浦　知弘 さん
鈴木　道代 さん

22 日 木 秦　カツ子 さん
山﨑　岩雄 さん

・場所　観月台文化センター
　　   　第 2和室
・時間　午前 9時から正午

≪障がい者相談≫
・開催日　20 日火

・場所　　観月台文化センター

　　　　   第 2 和室

・時間　　午前 10 時から午後 4時

　※障がい者に関する様々な相談を

　　受付しますので、ぜひご利用く

　　ださい。

貝
田
宿
・
さ
く
ら
祭
り

　

貝
田
町
内
会
で
は
、
秋
葉
神

社
例
大
祭
に
あ
わ
せ「
貝
田
宿
・

さ
く
ら
祭
り
」
を
開
催
し
ま

す
。
当
日
は
子
ど
も
山
車
が
で

た
り
、
貝
田
山
野
草
会
に
よ
る

野
草
の
販
売
、
貝
田
露
店
の
会

に
よ
る
「
焼
き
そ
ば
・
飲
み
物

な
ど
」
の
販
売
、
鉄
道
模
型
運

転
会
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
秋

葉
神
社
例
大
祭
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

◆
日
時　

４
月
20
日
日
午
前
10

時問
貝
田
町
内
会
長
阿
部
初
男

☎
５
８
５
‐
２
９
４
４

水
道
管
の
水
漏
れ

　
　

発
見
の
お
願
い

　

町
で
は
、
毎
年
専
門
業
者
に

委
託
し
て
漏
水
調
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
が
、
全
て
の
漏
水
を

発
見
す
る
に
は
至
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。
引
き
続
き
貴
重
な
水
を

無
駄
に
し
な
い
た
め
漏
水
調
査

を
実
施
し
、
漏
水
の
発
見
・
解

消
に
努
め
て
い
き
ま
す
が
、
町

民
の
皆
様
の
ご
協
力
が
不
可
欠

で
す
。
も
し
、
道
路
上
な
ど
で

原
因
不
明
の
水
が
流
れ
て
い
る

な
ど
漏
水
の
疑
い
の
あ
る
場
所

を
発
見
さ
れ
ま
し
た
ら
、
上
下

水
道
課
水
道
係
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

◆
連
絡
先　

上
下
水
道
課

☎
５
８
５
‐
２
９
９
７

夜
間
休
日　

☎
０
９
０
‐
２
７
９
６
‐

５
３
０
０

学
生
の
国
民
年
金
保
険

料
猶
予
制
度

　

所
得
が
少
な
く
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
困
難
な
20
歳
以
上

　　
　　人口　　  9,920 人（△ 21）　
　　  男　　    4,762 人（△ 10）
     　 女　        5,158 人（△ 11 ）　
　    世帯　  　3,406 世帯（ △ 1）
   ※ 広報くにみでは住民基本台帳
　　人口を掲載しています。   

人口と世帯（平成 26 年 2月 28 日現在）

　掲載を希望されない方は、届出の際
にお申し出ください。

　毎週木曜日は住民生活課戸籍係窓口業務を午後 7時
まで延長しています。

　業務時間内にご利用できない方は、是非ご利用ください。
≪窓口延長の日≫　4月 10 日、17 日、24 日
　　　　　　　　　5月 1日、8日、15 日、22 日、29 日
≪交付できる証明書等≫住民票・戸籍証明書、印鑑登録証明
書の交付、印鑑登録、戸籍の届出
※取扱いできない手続き　転入・転出・転居等の住所異動の
届出、税証明書等の交付はできません。
※詳しくは、戸籍係までお問い合せください。
問住民生活課戸籍係　☎ 585-2115

戸籍の窓口からのお知らせ

の
学
生
の
方
は
、
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
る
『
学
生
納
付

特
例
制
度
』
を
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。

　

学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受

け
る
と
、
そ
の
期
間
中
の
障
害

や
死
亡
な
ど
の
不
慮
の
事
態
に

は
、
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基

礎
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
承
認
を
受
け

た
過
去
の
期
間
の
保
険
料
は
、

10
年
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
納

め
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
社

会
人
に
な
っ
て
か
ら
追
納
（
後

払
い
）
す
る
と
年
金
額
に
反
映

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
申
請
は
毎
年
必
要
で
す
】

　

平
成
26
年
度
分
の
学
生
納
付

特
例
の
申
請
は
４
月
か
ら
受
付

と
な
り
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ

る
方
は
、
年
金
手
帳
、
学
生
証

の
写
し
又
は
在
学
証
明
書
、
印

鑑
を
お
持
ち
に
な
り
保
健
福
祉

課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成
25
年
度
に
お
い

て
学
生
納
付
特
例
制
度
に
よ
り

保
険
料
納
付
を
猶
予
さ
れ
て
い

る
方
で
、
平
成
26
年
度
も
引
き

続
き
在
学
予
定
の
方
に
、
日
本

年
金
機
構
よ
り
ハ
ガ
キ
形
式
の

学
生
納
付
特
例
申
請
書
が
3
月

末
に
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
必
要
事
項
を
記
入
し
返
送

し
て
く
だ
さ
い
。　

　

ま
た
、
平
成
26
年
度
は
学
生

納
付
特
例
制
度
を
利
用
せ
ず
、

保
険
料
の
納
付
を
希
望
す
る
場

合
は
納
付
書
を
送
付
し
ま
す
。

お
手
数
で
す
が
お
近
く
の
年
金

事
務
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
保
健
福
祉
課
国
保
係　

☎
５
８
５
‐
２
７
８
５

東
北
福
島
年
金
事
務
所

☎
５
３
５
‐
０
１
４
１

自
動
車
税
の
納
期
は

６
月
２
日
月
で
す

〜
コ
ン
ビ
ニ
で
も
納
付
で
き
ま

す
〜

　

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１

日
現
在
の
自
動
車
の
所
有
者

（
又
は
使
用
者
）
に
課
税
さ
れ

る
県
の
税
金
で
す
。

　

平
成
26
年
度
の
自
動
車
税
納

税
通
知
書
は
、
５
月
８
日
木
に

各
福
島
県
地
方
振
興
局
か
ら
一

斉
に
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
最

寄
り
の
金
融
機
関
又
は
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
で
納
期
限

の
６
月
２
日
月
ま
で
に
納
税
さ

れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

〜
納
税
証
明
書
は
保
管
し
て
く

だ
さ
い
〜

　

４
月
１
日
以
降
、
他
県
に
移

転
登
録
を
し
、
そ
こ
で
車
検
を

受
け
る
場
合
に
も
、
福
島
県
の

納
税
証
明
書
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
車
検
用
の
納
税
証
明

書
は
車
検
証
と
い
っ
し
ょ
に
大

切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

〜
変
更
が
あ
っ
た
ら
届
出
を
〜

　

自
動
車
を
譲
渡
し
た
と
き
、

使
用
し
な
く
な
っ
た
と
き
、
住

所
を
移
転
し
た
と
き
等
は
、
お

早
め
に
運
輸
支
局
等
で
登
録
手

続
き
を
す
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

問
【
自
動
車
税
】

福
島
県
県
北
地
方
振
興
局
県
税

部　

自
動
車
税
チ
ー
ム

福
島
市
中
町
１
‐
19
中
町
ビ
ル

６
階

☎
５
２
３
‐
０
０
５
１

【
変
更
等
】

東
北
運
輸
局
福
島
運
輸
支
局

福
島
市
吉
倉
字
吉
田
54

☎
０
５
０
‐
５
５
４
０
‐

２
０
１
５

第
３
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
福
島

の
桜
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
」
作
品
募
集

　

福
島
に
は
数
多
く
の
桜
が
咲

き
誇
り
ま
す
。
東
日
本
大
震
災

と
原
発
事
故
か
ら
４
度
目
と
な

る
今
年
の
春
も
、
福
島
を
美
し

く
彩
る
桜
は
、人
々
を
和
ま
せ
、

勇
気
づ
け
て
く
れ
る
で
し
ょ

う
。「
福
島
の
桜
」
を
復
興
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
、
美
し
く
咲
く

姿
を
撮
影
し
た
作
品
を
募
集
し

ま
す
。

◆
テ
ー
マ　
「
春
を
彩
る
福
島

の
桜
」
福
島
県
内
の
桜
の
あ
る

風
景
を
と
ら
え
た
も
の

◆
応
募
締
切　

平
成
26
年
５
月

23
日
金
必
着　

◆
応
募
作
品　

カ
ラ
ー
プ
リ
ン

ト
四
つ
切（
ワ
イ
ド
四
つ
切
可
）

問
Ｎ
Ｈ
Ｋ
福
島　

☎
５
２
６
‐

４
６
６
０
（
平
日
午
前
９
時
30

分
か
ら
午
後
４
時
）

●お悔やみ申し上げます●

氏家長吉さん 86（ 宮 東 ）
佐藤光信さん 71（ 貝 田 ）
佐久間ムツ子さん 60（ 第 2 ）
吉田ニシさん 92（山崎舘）
志村次郎さん 87（ 高 城 ）
穗刈美作さん 92（大町南）
菊池トメさん 85（ 山 根 ）
近野好志さん 78（山崎耕谷）
德江征一さん 72（徳江北）
鈴木幸一さん 64（大町南）
村上誠一さん 93（大木戸）
富野秀雄さん 87（山崎小舘）
松田はるさん 85（ 貝 田 ）

●結婚おめでとう●　

戸 籍 の 窓 口
2月 21 日～ 3月 20 日受付分

●誕生おめでとう●　

後藤　洋介さん

黒川　舞子さん

菊地　健人さん
菅野なつみさん

（藤田宮前）

（石母田東）

齋藤　凪
なぎさ

ちゃん
巧磨さん　成美さん
宍戸颯

そうた

太ちゃん
竜也さん　千遥さん

大波颯
そうま

馬ちゃん
悟さん　香織さん

（大町北）

（藤田宮前）

（ 鳥 取 ）

佐藤　貴浩さん

熊田　京子さん
（ 第 3 ）

　

洗
濯
・
脱
水
槽
が
完
全
に
停

止
し
て
か
ら
洗
濯
物
を
取
り
出

し
て
く
だ
さ
い
。
止
ま
る
前
に

取
り
出
そ
う
と
す
る
と
、
洗
濯

物
が
指
に
か
ら
ま
り
大
け
が

（
時
に
は
指
を
切
断
）
を
し
ま

す
。
ゆ
っ
く
り
し
た
回
転
で
も

危
険
で
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

問
一
般
社
団
法
人
日
本
電
機
工

業
会
洗
濯
機
安
全
啓
発
活
動
参

画
会
社　

受
付
時
間
（
午
前
９

時
か
ら
午
後
５
時
土
日
・
祝
日

は
除
く
）　

☎
番
号
は
下
記
表

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

会社名 電話番号
LG Electronice Japan ㈱ 　0120-813-023
シャープ㈱ 　0120-078-178
東芝ホームアプライアンス㈱ 　0120-584-488
ハイアールアクアセールス㈱ 　0120-880-292
パナソニック㈱

　　　三洋電機製は

　0120-871-353

　0276-61-9826
日立アプライアンス㈱ 　0120-3121-11
三菱電機㈱ 　0120-139-365

全
自
動
洗
濯
機
・
二
槽
式
の
洗
濯
機
を

ご
愛
用
の
方
へ

27 26



行事のお知らせ

阿
津
賀
志
学
級
閉
講
式

　

２
月
25
日
、
阿
津
賀
志
学
級

生
約
80
人
が
参
加
し
、
閉
講
式

並
び
に
交
通
安
全
大
学
修
了
式

を
行
い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
岡
崎
忠
昭
教
育
長

か
ら
１
年
間
の
活
動
に
対
す
る

ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
が
あ
り
、
引

き
続
き
、
25
年
度
学
習
実
施
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
次
に
皆

勤
賞
の
８
人
・
精
勤
賞
の
13

人
、
交
通
安
全
大
学
修
了
証
が

41
人
に
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
八
島
博
正
町
議
会
議
長

か
ら
「
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
気

を
つ
け
て
生
活
し
て
ほ
し
い
」

と
、
ま
た
桑
折
分
庁
舎
所
長
か

ら
「
交
通
事
故
防
止
な
ど
、
安

全
な
生
活
を
送
っ
て
ほ
し
い
」

と
祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

　

式
の
終
了
後
に
は
、
交
通
安

全
母
の
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
寸

劇
を
取
り
入
れ
た
交
通
安
全
教

室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
話
に
夢

中
に
な
っ
て
車
に
気
付
か
な
い

こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

や
横
断
歩
道
は
し
っ
か
り
手
を

挙
げ
る
こ
と
な
ど
を
改
め
て
学

び
ま
し
た
。

　

学
級
生
は
、
次
年
度
も
意
欲

的
に
学
習
に
励
ん
で
い
く
こ
と

を
確
認
し
合
い
25
年
度
の
学
習

を
終
了
し
ま
し
た
。

4 月 12 日 土 みみずく「おはなし会」

～お知らせ～

　4 月 1 日から、観月台文化セン
ターの保健指導室（2階）を生涯
学習課事務室として使用するため
貸出しを停止いたしました。
　利用者の皆様にはご不便をおか
けいたしますが、何卒ご了承願い
ます。

　

第
12
回
国
見
町
剣
道
祭
が
３
月
22

日
に
柏
葉
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
午
前
の
錬
成
試
合
に
は
町
内
外

か
ら
小
・
中
学
生
約
１
５
０
人
が
参

加
し
、
団
体
の
部
優
勝
チ
ー
ム
に
町

長
旗
、
１
・
２
年
生
の
部
優
勝
者
に

町
社
協
会
長
杯
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。
午
後
か
ら
は
稽
古
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。　

　
　
　
　
　
　
　

　

町
内
参
加
者
の
成
績
は
次
の
通
り

剣
道
を
通
し
て

　
　

交
流
深
め
る　

で
す
。【
小
学
１
・
２
年
の
部
】
準
優
勝

…
志
村
尚
哉
（
佑
武
館
）【
団
体
の
部
】

第
３
位
…
佑
武
館
Ａ
【
団
体
の
部
・
敢

闘
賞
】
…
佐
藤
大
斗
（
佑
武
館
Ａ
）

町長杯スポーツ大会出場者募集！　　

競技種目 日時 会場

ソフトボール
5月 18 日日

午前 9時 30 分
上野台総合運動場

卓球
5月 24 日土

午前 9時 00 分
文化センター体育館

軟式野球 5月 25 日日

午前 9時 00 分

上野台総合運動場
家庭バレーボール 文化センター体育館
グラウンドゴルフ 5月 31 日土

午前 9時 00 分

上野台総合運動場
テニス（男複・女複） グリーンアリーナ 923

・総合開会式
　…5月 18 日日午前 9時
　　上野台総合運動場
・表彰式
　…観月台文化センター
　※入賞者に別途案内します。　　　　　　　　　
・代表者会議…5月 9日金午後 7時
　観月台文化センター　　　　　　　　　
◆参加資格　　　　　　
・町内に在住・在勤の一般社会人又はそれで編成したチーム　　　　　　
・町体育協会に加盟しているチーム及び会員　　
・町内の同一職場又は事務所で編成したチーム
・体育協会加盟団体の承認を得た上記以外のチーム

【申し込み】参加無料　5月 7日水まで
【問い合わせ】　生涯学習課文化スポーツ係
※大会要項・参加申込書は文化センターでも配布します。

貝
田
の
近
代
化

　
　

遺
産
を
学
ぶ

　

3
月
15
日
、「
ふ
る
さ
と
歴

史
教
室
」
第
5
回
は
、
大
木
戸

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
開
催

し
、約
60
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

『
国
見
の
鉄
道
遺
産
「
貝
田
姥

神
沢
旧
鉄
道
レ
ン
ガ
橋
」
と
文

明
開
化
』
を
テ
ー
マ
に
菊
池
利

雄
さ
ん
（
元
町
文
化
財
保
護
審

議
会
長
）
よ
り
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

講
演
は
、「
貝
田
姥
神
沢
旧

鉄
道
レ
ン
ガ
橋
」
が
、
昨
年
10

月
30
日
に
町
有
形
文
化
財
に
指

定
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
開
催

し
ま
し
た
。
菊
池
さ
ん
は
貝
田

地
区
に
残
る
明
治
20
年
東
北
線

開
通
時
の
遺
構
や
当
時
の
情
景

を
刺
繍
で
描
い
た
「
徳
江
観
音

寺
観
音
堂
汽
車
絵
馬
」（
町
有

形
文
化
財
）
を
挙
げ
な
が
ら
解

説
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
地

域
の
人
々
が
残
し
た
歴
史
を
学

び
ま
し
た
。

　　　　国見町文化財ボランティア
　公開研修会

　山形県朝日町では「町全体が博物館　住民ひとり
一人が学芸員！」の考え（エコミュージアム）のも
と様々な取り組みが行われています。
　朝日町の事例から、国見町の魅力を考えてみませ
んか？

■日時　4月 26 日土　　開場　午後 1時 45 分
　　　　午後 2時から午後 4時
■場所　観月台文化センター　大研修室
■講師　長岡　信悦さん
　　　　（朝日町エコミュージアム協会理事長）
■参加方法　　申込・参加費不要（定員 100 名程度）
■問い合わせ　生涯学習課社会教育係
　※当日は、国見町の資源（たから）を探す、
　　ワークショップも行います。
　※国見町文化財ボランティアの研修ですが、どな
　　たでも参加できます。

募集

　毎年恒例の町長杯スポーツ大会。
　今年は卓球の復活で 6種目での開催とな
ります。
　ぜひ、ふるってご参加ください。

20 日 日 家庭の日
25 日 金 成人学級開講式
26 日 土 文化財ボランティア公開研修会

5 月 2 日 金 子ども移動図書館（国見小 3年生）
7 日 水 休館日
8 日 木 阿津賀志学級開講式

昨年の町長杯での野球大会

果敢に攻防を繰り広げる志村選手

明治時代にタイムスリップ

受講生の皆さん、お疲れ様でした
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